
平成29年度 災害ボランティア養成研修
～災害につよいまちづくりと、地域での支え合いをめざして～

　近年、全国各地で災害が頻発し、甚大な被害が発生しています。
　それぞれの被災地では、各地から駆けつける災害ボランティアが、復
旧・復興に向けての大きな力となっており、被災者のニーズに応じた多様
な支援活動が求められています。
　本研修では、被災地での復旧・復興支援活動を迅速、的確に行うため、
被災者に寄り添い、地元主体で活動する災害ボランティアを養成すると
ともに、平時から地域における防災・減災活動に取り組む人材を養成す
ることを目的に開催します。

会 場 奈良県社会福祉総合センター ４階 教養文化室（橿原市大久保町３２０－１１）
対 象 県内在住、在勤、在学の者で災害ボランティア活動に関心のある方　
 （18歳以上の者で2日間とも参加できる方、過年度の本研修修了者は除く。）

定 員 60名 （定員になり次第締切）
主 催 社会福祉法人  奈良県社会福祉協議会 ／ 奈良県　
申 込 裏面の申込書により、1月31日（水）までにお申し込みのうえご参加ください。
 定員を超過し、参加をお断りする場合にのみ、ご連絡いたします。

2月12日（月・祝）　10：30～15：30
2月24日（土）　 10：00～16：00　

内 容

※全日程を受講した方に、修了証書を発行します。また修了者のうち、希望者は「奈良県災害ボランティア」として登録することができます。

10：30～10：45 挨拶・オリエンテーション

10：45～11：45 【報　　告】 「宮城県気仙沼市での復興支援ボランティア活動について」
 【報 告 者】 奈良県災害ボランティア登録者

13：00～15：30 【講義・演習】「災害ボランティア入門～活動の心構えと安全管理～」
 【講　　師】 一般社団法人　ピースボート災害ボランティアセンター
　
　

10：00～12：00 【講　　義】「奈良県防災士会の災害ボランティア活動について」
 【講　　師】  NPO法人　奈良県防災士会　理事長　植村　信吉 氏

13：00～15：40 【演　　習】「わがまちでの災害対応を考える」 
 【講　　師】  NPO法人　奈良県防災士会

15：40～16：00 災害ボランティア登録の説明、修了式
　
　

2月12日（月・祝）　

2月24日（土）

ご参加お待ちしています!!

参加費
無料

日 程 平成30年



講 師 紹 介

社会福祉法人奈良県社会福祉協議会
奈良県総合ボランティアセンター
　　　　　　　　　　 　 （担当：石川・松尾）

〒634-0061　橿原市大久保町320-11　
ＴＥＬ：0744-29-0155　
ＦAＸ：0744-26-0234  　
ＭAIL：nara-vc@nara-shakyo.jp 
ＨＰ　http://www.nara-shakyo.jp

申込・問合せ先

＊本申込書に記載された個人情報は、研修開催の目的のみに利用させていただきます。 なお、本研修会の参加者名簿には氏名・所属を掲載いたします。

一般社団法人ピースボート
災害ボランティアセンター NPO法人奈良県防災士会　

阪神・淡路大震災以来の災害支援のノウハウと
東日本大震災を契機に法人化。災害被災地では、
災害ボランティアのコーディネートや、災害ボラ
ンティアセンターの運営に積極的に関わるとと
もに、全国で災害ボランティアの人材育成研修
等を実施している。（受講生：累積１万人以上）

平成20年4月結成、平成27年9月法人化。
災害時にお互いに支え合う「防災協働社会」の
実現に向け、熊本地震・九州北部豪雨での災害ボ
ランティア活動のほか、約100名の会員が県内
各地での研修・防災訓練等に協力している。
（平成28年度研修・訓練等実績：延べ170件）

平成29年度　災害ボランティア養成研修　参加申込書
FAX : ０７４４－２６－０２３４  ＊添書不要
ふりがな 性別　　　　　　　男　　・　　　女

住 所

氏 名

ＴＥＬ

10代　・　20代　・　30代
40代　・　50代　・　60代以上

所属
（団体名等）

災害ボランティアの経験について
１．あり　
　　→　時期：平成　　　年　　　月　/　場所：　　　　　都道府県　　　　　市町村
　　→　時期：平成　　　年　　　月　/　場所：　　　　　都道府県　　　　　市町村
２．なし

〒

年代

※近鉄橿原線「畝傍御陵前」駅東出口より北東
約80m。

　会場敷地内の駐車場には限りがありますので、
可能な限り公共交通機関でお越しいただくか、
西側の市営有料駐車場をご利用ください。

　（1日最大510円）

会場アクセス

奈良県社会福祉総合センター奈良県社会福祉総合センター


